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CONTENTS    VOL784（2026. ６）

「鳥取砂丘 砂の美術館」で4月24日（金）、第17期展示が
開幕しました。
今期は、世界的建築家アントニ・ガウディの没後100年
の節目であることから、「砂で世界旅行・スペイン編」。
ガウティの未完の大作《サグラダ・ファミリア》など傑
作建築をはじめ、レコンキスタや黄金時代のスペイン
帝国の歴史的場面など、19点の大作が
ご覧いただけます。
会期は2027年1月3日（日）まで。営業時
間などは、ホームページなどでご確認
ください。

今 月 の 表 紙

鳥取統括支社 /鳥取市西品治字田島前ノ二 816 番地 1　TEL.0857-23-4621
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動 向
　

鳥
取
商
工
会
議
所
と
っ
と
り
未
来

づ
く
り
特
別
委
員
会（
吉
岡
佐
和
子

委
員
長
）は
５
月
12
日（
火
）、
鳥
取

市
栄
町
の
カ
フ
ェ
ソ
ー
ス
バ
ン
ケ
ッ

ト
で
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
を
開
き
、
会

員
事
業
所
の
女
性
社
員
ら
79
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

人
口
減
少
社
会
の
中
、
女
性
活
躍

と
若
者
定
住
を
推
進
す
る
当
委
員
会

は
、そ
の
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
、

働
く
女
性
同
士
の
情
報
交
換
や
交
流

の
場
を
提
供
す
る
た
め
、
２
部
構
成

の「
働
く
女
性
の
ゆ
る
ト
ー
ク
フ
ェ

ス
in
と
っ
と
り
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　

会
の
冒
頭
、
吉
岡
委
員
長
は「
多

く
の
企
業
か
ら
参
加
し
て
も
ら
っ

た
。
皆
さ
ん
の
意
見
を
聞
い
て
、
気

づ
き
と
し
て
参
考
に
し
て
ほ
し
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
、女
性
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
促
進
に
も
期
待
を
寄
せ
ま
し
た
。

　

第
１
部
は
、
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
と
な

る
女
性
管
理
職
の
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ

ン
。
パ
ネ
ラ
ー
は
、
田
中
工
業
㈱
・

安
部
裕
子
代
表
取
締
役
社
長
、
㈱
吉

備
総
合
電
設
・
井
上
照
美
執
行
役

員
総
務
部
長
、
㈱
新
日
本
海
新
聞

社
・
古
賀
真
美
事
業
局
長
の
３
人
が

務
め
、
テ
ー
マ
の「
キ
ャ
リ
ア
形
成

や
仕
事
の
取
り
組
み
方
」に
つ
い
て
、

と
っ
と
り
未
来
づ
く
り
特
別
委
員
会

と
っ
と
り
未
来
づ
く
り
特
別
委
員
会

働
く
女
性
の
ゆ
る
ト
ー
ク
フ
ェ
ス
を
開
催

働
く
女
性
の
ゆ
る
ト
ー
ク
フ
ェ
ス
を
開
催

��

日
頃
の
悩
み
や
課
題
を
共
有

日
頃
の
悩
み
や
課
題
を
共
有

自
身
の
経
験
を
語
り
ま
し
た
。

　

安
部
社
長
は
、
建
設
業
界
で
は
数

少
な
い
女
性
社
長
の
１
人
。「
社
長

に
就
任
し
た
当
時
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

こ
と
を
言
わ
れ
た
が
、
家
族
や
社
員

が
支
え
て
く
れ
た
お
か
げ
で
乗
り
越

え
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
た
」と
当
時

を
振
り
返
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
自
社
初
の
女
性
役
員
と

な
っ
た
井
上
部
長
は「
か
つ
て
の
建

設
業
は
男
女
格
差
が
大
き
か
っ
た
。

『
私
が
役
員
に
な
ら
な
け
れ
ば
、
次

の
世
代
に
つ
な
が
ら
な
い
』と
い
う

思
い
で
引
き
受
け
た
」と
回
顧
。
役

員
就
任
へ
の
不
安
を
抱
え
な
が
ら

も
、
次
世
代
の
女
性
社
員
や
会
社
の

将
来
を
見
据
え
て
決
断
し
た
当
時
の

思
い
を
語
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
単
身
赴
任
を
経
験
し
な

が
ら
管
理
職
を
務
め
る
古
賀
事
業
局

長
は
、
自
身
の
経
験
を
踏
ま
え
、「
数

時
間
の
学
校
行
事
で
も
、
後
悔
の
な

い
よ
う
に
参
加
し
て
ほ
し
い
」と
強

調
。
子
育
て
の
両
立
や
役
職
へ
の
不

安
は
誰
に
で
も
あ
る
と
し
た
上
で
、

「
前
向
き
に
仕
事
に
挑
戦
し
て
ほ
し

い
」と
参
加
者
に
エ
ー
ル
を
送
り
ま

し
た
。

　

第
２
部
で
は
、
事
前
ア
ン
ケ
ー
ト

の
結
果
を
も
と
に
12
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
、
フ
リ
ー
ト
ー
ク
形
式
の
交
流

会
を
開
催
。「
家
庭
と
仕
事
の
両
立
」

「
キ
ャ
リ
ア
形
成
」な
ど
テ
ー
マ
ご
と

に
設
け
た
テ
ー
ブ
ル
で
は
、
日
頃
の

悩
み
や
課
題
を
共
有
し
な
が
ら
真
剣

に
語
り
合
う
一
方
、
笑
顔
で
談
笑
す

る
場
面
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
仕
事
へ
の

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上
に
つ
な
が
る

話
が
聞
け
た
」「
普
段
関
わ
る
機
会

の
な
い
人
だ
か
ら
こ
そ
、
悩
み
を
相

談
で
き
た
」な
ど
の
意
見
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

同
委
員
会
で
は
今
後
、
フ
ォ
ロ
ー

イ
ベ
ン
ト
を
計
画
す
る
予
定
で
す
。

あいさつする吉岡委員長

自身の経験を語るパネラー

フリートーク交流会の様子
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動 向

私はある会社の取締役です。このたび不正経理の疑いがあるとして会計
帳簿の閲覧を求めましたが、会社から拒否されました。個々の取締役に

会計帳簿の閲覧を請求する権利は認められていないのでしょうか？
今回は取締役の会計帳簿閲覧請求について説明します。
取締役の会計帳簿閲覧に関する規定はないものの、個々の取締役がその

会社に対する義務である善管注意義務及び忠実義務を十全に尽くすためには、
通常、会社の会計帳簿を少なくとも閲覧し得ることが必要であるということができます。
　また、取締役にも代表取締役の業務執行一般につき監視する義務があるとされており（最高裁判所昭
和48年５月22日判例）、その監視義務の履行として個々の取締役に会計帳簿閲覧を請求する権利が認め
られそうにも思われます。
　しかし、取締役の監視義務は、取締役会の監督義務との関係から認められるものに過ぎず、会計帳簿等
の閲覧請求権はあくまで取締役会にあるといえ、個々の取締役には会計帳簿等の閲覧謄写請求権は認め
られていないと考えられています（東京地裁平成23年10月18日判決）。つまり、個々の取締役は取締役会
の決議を経て調査権限を行使すべきと考えられています。
　それゆえ、個々の取締役の監視義務の内容は、内部統制の整備及びその運用に係る監視が中心といえ
ます。したがって、取締役が具体的に不正経理の兆候を発
見した場合には、取締役会において報告徴収権を行使すべ
きこと、及び調査委員会の立ち上げを要請することにより
監視義務を履行することになります。

事業主と労働者のための

法律相談法律相談

QQ ＡＡ＆＆
183

Ａ

弁護士　上　田　雅　稔
（いなば総合法律事務所）

鳥取市本町３丁目２０１　鳥取商工会議所ビル５Ｆ

TEL0857-21-2377  FAX0857-22-6857

Q

 取締役の会計帳簿閲覧請求取締役の会計帳簿閲覧請求

　

　お風呂のあとに、あたたかい飲み物と“世界とつながる”おしゃべり時間。湯あがりに、グローカルな話
を聞いてみませんか？お茶やコーヒーを飲みながら、地元や海外で活躍する多才なゲストのお話を気軽に
聞けるサロンです。お話は約30分、そのあとはゆったり飲み物を飲みながら、雑談タイム。

今回のテーマ：
「スーダン～麦は枯れない～
� 生育プロジェクト」

　鳥取大学乾燥地研究センターの教員
が、現地での出来事や研究のお話を、た
くさんの写真とともにお届けします。

�協力：鳥取大学 地域未来共創センター

開 催 日 時　2026年６月27日（土曜日）14時スタート
場　　　所　一ノ湯 ２階
参 加 費　無料（飲み物つき）
参 加 方 法　予約不要（当日そのままお越しください）
問い合わせ　吉岡温泉会館 一ノ湯
Ｍ　　　Ｃ　大形　快生　鳥取大学 地域学部地域創造コース２年
コーディネーター　木村卓三郎　鳥取大学 准教授
ゲ　ス　ト　辻本　　壽　鳥取大学 特任教授
　　　　　　イザット　シダハメッド　アリ　タヘル
� 鳥取大学 特任准教授

●温泉のあと、のんびり話を聞きたい
●海外や異文化の話題が好き♡
●�地元の人・旅の人、どちらとも気軽に交流
してみたい
●30分だけ参加して、あとは自由に雑談したい

Vol.98Vol.98

第一回「吉岡温泉町 一ノ湯 ゆあがりサロン」

〈連絡先〉　鳥取大学地域未来共創センター（Tottori uniQ）
　〒680-8550　鳥取県鳥取市湖山町南４丁目101番地
　TEL：0857-31-6777　Mail：koken@ml.adm.tottori-u.ac.jp

こんな方に
おすすめ！
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ＡＮＡからのお知らせ

便名 出発 到着
　　292  7 時 05 分  8 時 20 分
　　294  8 時 55 分 10 時 10 分
　　296 11 時 05 分 12 時 25 分
　　298 15 時 10 分 16 時 40 分
　　300 18 時 20 分 19 時 45 分

■鳥取⇒東京
期間：2026年3月29日〜2026年10月24日

2026年　東京便　夏ダイヤ決定！
鳥取砂丘コナン空港　1日５往復継続

便名 出発 到着
　　291  7 時 00 分  8 時 15 分
　　293  9 時 10 分 10 時 25 分
　　295 13 時 15 分 14 時 30 分
　　297 16 時 20 分 17 時 40 分
　　299 19 時 20 分 20 時 35 分

■東京⇒鳥取

355日前から予約可能!！
おトクな割引運賃

くわしくは
WEBサイトへ▼

ANA からのお知らせ

環大から、皆様へ！環大から、皆様へ！ Vol.22Vol.22

～研究紹介～
氏 　 名　門田　慎也（かどた　しんや）講師
所 　 属　�公立鳥取環境大学�

人間形成教育センター
取 得 学 位　博士（数理学）（名古屋大学）
研究テーマ　ルート系のゼータ関数の正の整

数点における特殊値の間に成り
立つ関係式に関する研究

主な研究内容
　私の専門分野は「解析的整数論」です。この分野において、
古くから重要と認識されている研究対象の１つにRiemann
ゼータ関数があります。現在では、Riemannゼータ関数の
多変数化がたくさん知られており、それらの解析的性質
や特殊値に関する研究が盛んに行われています。今回は
Euler-Zagier型多重ゼータ関数とルート系のゼータ関数と
いう２つをご紹介したいと思います。
　次の多重級数で定義される多変数関数をEuler-Zagier型
多重ゼータ関数と言います：

　各siが正の整数kiである時の特殊値ζ（k1,…,kr）を多重
ゼータ値と言います。多重ゼータ値の研究は、Eulerの時
代まで遡ることができ、古くから研究されています。特に、

多重ゼータ値の間に成り立つ関係式の研究は盛んに行われ
ており、現在ではたくさんの関係式が知られています。重
要な関係式として「和公式」、「重み付き和公式」、「制限付
き和公式」と呼ばれるものがあります。
　続いて、ルート系のゼータ関数について、ここでは定
義を具体的には述べませんが（気になる方はネットで調べ
てみてください）、Riemannゼータ関数と前述したEuler-
Zagier型多重ゼータ関数の拡張となっている多変数関数で
す。ルート系のゼータ関数の正の整数点における特殊値の
ことをルート系のゼータ値と呼ぶことにします。すると、
「多重ゼータ値の間に成り立っていた『和公式』や『重み付き
和公式』、『制限付き和公式』の類似となる関係式が、ルー
ト系のゼータ値の間に成り立つのであろうか？」という疑
問が自然と生じます。最近は、この疑問に対する回答を得
るために、ＰＣを用いて数値実験を行うことで、成り立つ
関係式を予想しています。これまでに、いくつか予想を立
て、その予想が正しいことを実際に証明することができま
した。しかし、疑問への回答としてはまだ不十分なので引
き続き精進したいと思います。
　現時点では、私の研究を社会へ応用することはできていま
せんが、いつか応用できる日が来ることを期待しています。

応用分野
　表現論、数理物理学、代数幾何学



鳥取商工会議所報
VOL784.2026.6.15

6



鳥取商工会議所報
VOL784.2026.6.15

7

動 向

（�

）

会
員
情
報

敬
称
略・

順
不
同

４
月
16
日
～
５
月
15
日
届
け
出
分

【
住
所
変
更
】

◆（
合
）Ａ
Ｔ
Ｂ
Ｏ
Ｘ

　

鳥
取
市
古
海
３
６
１
―
３

◆
め
ん
や 

ふ
う
た
ろ
う

　

鳥
取
市
緑
ケ
丘
２
―
77

◆
㈱
Ｂ
Ａ
Ｃ

　

鳥
取
市
今
町
２
―
１
１
５　

ヤ
マ

オ
カ
ビ
ル

◆
山
田
真
実
写
真
事
務
所

　

鳥
取
市
大
杙
１
６
７
―
３ 
２
階

【
代
表
者
変
更
】

◆
㈲
鳥
取
管
機

　

代
表
取
締
役
＝
呉
島　

声
仁

　

代
表
者
お
よ
び
社
名
、
住
所
な

ど
に
変
更
が
あ
る
場
合
は
、
お
手
数

で
す
が
鳥
取
商
工
会
議
所
会
員
交

流
・
企
画
課（
℡
０
８
５
７
―
32
―

８
０
０
３
）へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

人への投資が企業の未来をつくります！　　

今こそ活用したい実践型の人材育成「在籍型出向によるスキルアップ」
◆◇産業雇用安定助成金（スキルアップ支援コース）で出向中の賃金の一部を助成◆◇

◆お問合せ先◆
鳥取労働局　職業対策課　TEL：0857-29-1708
　　　鳥取労働局のＨＰにも掲載していますので、ご覧ください。

（注）助成金対象外業務（労働者派遣事業における適用除外業務）
 ・港湾運送業務 ・建設業務 ・警備業務 ・病院等における医療関係の業務

〈助成内容〉（企業グループ内出向は対象外）
区　分 中小企業 中小企業以外
助成率 ２／３ １／２

助成額
以下の額に助成率をかけた額（最長１年まで）
・�出向労働者の出向中の賃金（※１）のうち出向元及び出向先が負担
する額

上限額 8,870円（※２）／１人１日あたり（１事業所1年度あたり1,000万円まで）
※１ 出向中の労働者の賃金≧出向前の労働者の賃金
※２ 雇用保険の基本手当日額の最高額(令和７年８月１日時点) 毎年８月に改正

〈主な助成要件〉
（※部分出向も対象：（例）月の半分以上出向先で勤務する場合）

出向元 ◦労働者のスキルアップを目的として行われる出向
◦出向開始６か月前から事業主都合で解雇等していない

出向先 ◦出向の受け入れに際して、事業主都合で解雇等していない
◦雇用量が一定以上減少していない

労働者
◦出向復帰後６か月間の各月の賃金を５％以上上昇させる
◦常用労働者で雇用保険に６か月以上加入している

出向期間 ◦出向期間は１か月以上２年以内（助成金は１年間が上限）
◦出向期間終了後に出向元企業に復帰すること

採用したくても、人が集まらない

製造業

３Dの金属加工部品製造のスキルの習得による事業拡大 質の高い接客スキル等を習得したいとの要望に対応した幹部候補社員の育成

製造業

若手を育てたいが、経験を積ませる場がない

サービス業

せっかく育てた社員が辞めてしまう

宿泊業

◆そんな悩みを解決するための選択
　　➡　在籍型出向によるスキルアップ（社員を自社に在籍させたまま、一定期間、他社で働いてもらうことで社員を育てる制度）

◆今、なぜ出向によるスキルアップが必要なのか？
　　人材不足が深刻化している　　　　　　　　　➡　採用だけに頼らず、社員の育成にも投資することが、人材の確保に繋がる

　　座学やオンライン研修だけでは人は育たない　➡　他社での実戦による経験が、研修では学べないスキルの習得に繋がる

　　社員は自分の成長を実感できる会社に残る　　➡　成長できる制度があることが社員のモチベーションを高め、離職率の低下に繋がる

◆出向の目的
　　A事業展開を見据えた出向　　　　　　　➡　新市場進出、新商品開発。ＩＴ化、ＤＸの推進による業務効率化等を図るため

　　B社員個人のスキルアップのための出向　➡　管理職やプロジェクトリーダー等の養成のため

◆実践例（Ａ）　　　　　　　　　　　　　　　 ◆実践例（B）

◆産業雇用安定助成金（スキルアップ支援コース）とは
　労働者のスキルアップを目的とする在籍型出向を実施した出向元事業主及び出向先事業主が負担する出向中の賃金の一部を助成

◆こんな悩みありませんか？

令和８年４月～
出向先事業主も
助成対象に
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動 向

　展示室に入ると正面に、ガウディの未完の大作《サグラダ・ファミリア》の一角をなす彫刻「聖母の
戴冠」を表現した砂像が入館者を出迎えます。展示室内にはガウディの傑作建築をはじめ、黄金時代
の歴史的場面、さらに闘牛や『ドン・キホーテ』など、「情熱の国」スペインの魅力が凝縮されています。
砂像彫刻家の経験と技術が作り出す砂の造形美をぜひお楽しみください。
　第17期展示・スペイン編は2027年１月３日（日）まで開かれます。

砂の造形美が生む圧倒的な存在感砂の造形美が生む圧倒的な存在感

砂砂でで世界旅行・スペイン編世界旅行・スペイン編
～ 帝国の輝きとガウディの夢を訪ねて ～～ 帝国の輝きとガウディの夢を訪ねて ～
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　砂の芸術品を展示する「鳥取砂丘 砂の美術館」（鳥取市福部町）で４月24日（金）、第17期展示が開
幕しました。開館20周年を迎えた今期のテーマは、世界的建築家アントニ・ガウディの没後100年に
合わせた「砂で世界旅行・スペイン編」。砂像彫刻家の茶圓勝彦氏を総合プロデューサーに、アメリカ
やスペイン、カナダ、ロシアなど14カ国から参加した20人の砂像彫刻家が、スペインの有名建築物
や歴史、文化などを精巧に表現した19点の一期一会のアートを制作しました。

鳥取砂丘 砂の美術館鳥取砂丘 砂の美術館

第第171 7期展示が開幕期展示が開幕
14カ国20人の世界で活躍する砂像彫刻家が制作14カ国20人の世界で活躍する砂像彫刻家が制作

動 向
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※掲載されているタイトルは、ご覧いただけるものの一部です。
掲載講師や内容は変更になる場合がございます。

経営に役立つ！鳥取商工会議所のＷＥＢセミナー

WEBセミナー
2023 年 6 月 特集

その他 700 タイトル以上を配信中

WEBセミナーの視聴方法
使い方はとても簡単！すぐにご利用になれます

STEP1 STEP２

バナーを選択

STEP３
学びたいセミナーを
お選びください

バナーを選択 税務 労務

研修・
人材育成

一般経営

●●●●●
●●●
●●

問い合わせ先 ：鳥取商工会議所 ＤＸ推進課　ＴＥＬ ： ０８５７－３２－８００５

ＩＤ・パスワードを取得
フォームよりお申し込み

ください

※鳥取商工会議所から、メールで
ＩＤ・パスワードをお知らせします。

※様々なジャンルで700タイトル
以上の豊富なセミナー

ＷＥＢセミナーの　
バナーを選択します

鳥取商工会議所のＨＰ
よりＷＥＢセミナー
サイトにアクセス

鳥取商工会議所のホームページから無料でご覧いただけます！　https://tottori-cci.or.jp

お　す　す　め　セ　ミ　ナ　ー
タイトル 講師名 時間

一
般
経
営

NEW
元テスラが語る！
自動運転が起こす産業革命

バートチグサ 30分

NEW
中小製造業の生成ＡＩ導入 梶 敦次 30分

女性の「買いたい」を引き出す
魅せ方 橋本 夏子 43分

観光で稼ぐＤＸとＡＩ活用 高橋 敦司 44分

研
修
・
人
材
育
成

NEW
売れる営業　３つの力

（１）マーケティング力
市川 卓 25分

人生を変える“集中力” 森 健次朗 39分

タイトル 講師名 時間
研
修
・
人

材
育
成

世代間ギャップをチームの
“強み”に変える！
　　　　　 公開期限：2026年６月末

前川 由希子 80分

健
康 最高の成果を生む「経営者の健康」 吉見 明浩 15分

労
務

NEW  メンタルヘルスから
考えるハラスメント対策
　　　　　 公開期限：2026年８月末

伊庭 和高 85分

NEW  
2026 改正労働法のポイント
　　　　　 公開期限：2026年８月末

惠島 美王子 80分

人材不足・人手不足に効く
人事制度セミナー
　　　　　 公開期限：2026年６月末

山本 昌幸 80分

税
務
・
財

務
・
経
理

経理担当者向け　経理入門
　　　　　 公開期限：2026年７月末 小池 俊 85分
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鳥鳥取取県県産産業業未未来来共共創創事事業業
＜＜新新たたなな企企業業価価値値創創造造型型／／生生産産性性向向上上・・新新技技術術導導入入推推進進型型＞＞

■■目目的的

鳥取県産業未来共創事業は新たな取組や経営力強化、生産性向上（働き方改革）を目指す事業計画を策定し、自社の成長
や発展を目指すものです。

※※審審査査会会をを経経ててのの採採択択ととななりりまますすののでで、、不不採採択択ににななるる場場合合ももあありりまますす。。

【お問い合わせ先】 鳥取商工会議所 経営支援部 ＴＥＬ：（０８５７）３２－８００５ ＦＡＸ：（０８５７）２２－６９３９

県県内内にに主主たたるる事事業業所所をを有有すするる強強化化法法第第２２条条第第１１項項第第１１号号～～第第55号号にに定定めめるる中中小小企企業業者者及及びび商商工工
労労働働部部長長がが認認めめるる団団体体

対対象象者者

①①新新たたなな取取りり組組みみ（（単単ななるるササーービビススメメニニュューー・・販販売売商商品品のの追追加加はは不不可可））
②②売売上上高高、、付付加加価価値値額額、、経経常常利利益益ののいいずずれれかかがが増増加加すするる経経営営計計画画

対対象象事事業業

事事業業認認定定申申請請書書及及びび様様式式第第１１号号にによよるる計計画画書書
企企業業概概要要（（パパンンフフレレッットト等等ででもも可可））・・定定款款
直直近近１１期期のの決決算算書書
購購入入又又はは借借用用すするる機機械械器器具具やや設設備備（（機機械械装装置置、、工工具具器器具具、、シシスステテムム））のの製製品品概概要要（（カカタタロロググ、、
パパンンフフレレッットト等等でで可可））
企企業業認認証証をを有有すするる場場合合、、そそれれをを証証明明ででききるる書書類類
補補助助金金交交付付申申請請書書・・見見積積書書

提提出出書書類類

■■申申込込受受付付期期間間

第第１１回回 令令和和８８年年 ５５月月１１２２日日（（火火）） ～～ ６６月月 ５５日日（（金金））（（終終了了））
第第２２回回 令令和和８８年年 ８８月月 ３３日日（（月月）） ～～ ８８月月３３１１日日（（月月））
第第３３回回 令令和和８８年年１１１１月月 ２２日日（（月月）） ～～ １１１１月月３３００日日（（月月））
第第４４回回 令令和和９９年年 １１月月 ４４日日（（月月）） ～～ 11月月２２９９日日（（金金））

■■制制度度のの概概要要
１１．．新新たたなな企企業業価価値値創創造造型型

２２．．生生産産性性向向上上・・新新技技術術導導入入推推進進型型
※※生産性向上・新技術導入推進型の申請については、事前に国の経営力向上計画の認定が必要です。経営力向上計画については裏面をご参照ください。

県県内内にに主主たたるる事事業業所所をを有有すするる強強化化法法第第２２条条第第１１項項にに定定めめるる中中小小企企業業者者及及びび第第２２条条第第55項項にに定定めめ
るるもものの又又はは任任意意ググルルーーププ

対対象象者者

①①強強化化法法にに定定めめるる主主務務大大臣臣のの認認定定をを受受けけたた経経営営力力向向上上計計画画にに基基づづくく計計画画
②②事事業業者者のの経経営営力力強強化化並並びびにに生生産産性性向向上上（（又又はは働働きき方方改改革革））にに資資すするる計計画画

対対象象事事業業

事事業業認認定定申申請請書書及及びび様様式式第第１１号号にによよるる計計画画書書
経経営営力力向向上上計計画画認認定定書書・・申申請請書書・・計計画画書書のの写写しし
企企業業概概要要（（パパンンフフレレッットト等等ででもも可可））・・定定款款
直直近近１１期期のの決決算算書書
購購入入又又はは借借用用すするる機機械械器器具具やや設設備備（（機機械械装装置置、、工工具具器器具具、、シシスステテムム））のの製製品品概概要要（（カカタタロロググ、、
パパンンフフレレッットト等等でで可可））
企企業業認認証証をを有有すするる場場合合、、そそれれをを証証明明ででききるる書書類類
補補助助金金交交付付申申請請書書・・見見積積書書

提提出出書書類類

２２００００万万円円（（１１//２２））補補助助上上限限（（補補助助率率））

FFSS調調査査費費、、新新商商品品（（役役務務））開開発発費費、、人人材材育育成成費費、、販販路路開開拓拓費費、、設設備備・・新新技技術術導導入入費費補補助助対対象象経経費費

２２４４月月以以内内でで設設定定補補助助事事業業期期間間

支支援援策策：：鳥鳥取取県県産産業業未未来来共共創創間間接接補補助助金金＜＜新新たたなな企企業業価価値値創創造造型型＞＞

５５００００万万円円（（１１//２２））補補助助上上限限（（補補助助率率））

経経営営基基盤盤整整備備費費、、人人材材育育成成費費、、販販路路開開拓拓費費、、設設備備・・新新技技術術導導入入費費補補助助対対象象経経費費

１１２２月月～～２２４４月月以以内内でで設設定定補補助助事事業業期期間間

支支援援策策：：鳥鳥取取県県産産業業未未来来共共創創間間接接補補助助金金＜＜生生産産性性向向上上・・新新技技術術導導入入推推進進型型＞＞
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鳥取YEG URL https://www.t-yeg.jp
YEG通信

令
和
8
年
度
ま
ち
興
し
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た

　
令
和
8
年
５
月
13
日（
水
）、
鳥
取
商
工
会
議
所
大
会
議
室
に
て
、
令
和
8
年
度
ま
ち

興
し
例
会「
鳥
取
の
歴
史
に
学
び
、
商
店
街
の
未
来
を
拓
く
」を
開
催
し
ま
し
た
。
講
師

と
し
て
鳥
取
ま
ち
な
か
ガ
イ
ド
の
会
会
長
の
内
田
様
、
事
務
局
木
下
様
を
お
招
き
し
鳥

取
の
城
下
町
と
し
て
の
成
り
立
ち
や
歴
史
に
つ
い
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
鳥
取

城
を
中
心
に
発
展
し
て
き
た
町
の
構
造
や
、
水
害
対
策
な
ど
地
域
の
歴
史
を
振
り
返
り

な
が
ら
先
人
た
ち
の
知
恵
と
努
力
に
つ
い
て
学
ぶ
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

鳥
取
ゆ
か
り
の
著
名
人
に
つ
い
て
の
紹
介
も
あ
り
、
郷
土
へ
の
理
解
と
誇
り
を
深
め
る

内
容
と
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
新
鳥
取
駅
前
商
店
街
振
興
組
合
理
事
長
、
真
嶋
様
の

ご
講
演
で
は
鳥
取
駅
前
の
歴
史
と
変
遷
に
つ
い
て
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
駅
前
商

店
街
が
歩
ん
で
き
た
時
代
背
景
や
か
つ
て
の
賑
わ
い
の
様
子
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、

現
在
進
め
ら
れ
て
い
る
駅
前
再
開
発
の
構
想
や
、
こ
れ
か
ら
の
鳥
取
の
未
来
像
に
つ
い

て
も
語
ら
れ
ま
し
た
。
本
講
演
後
ア
ン
ケ
ー
ト
で
多
く
の
声
を
い
た
だ
き
、
改
め
て
歴

史
を
学
び
、
現
在
を
見
つ
め
、
未
来
へ
つ
な
げ
て
い
く
大
変
有
意
義
な
例
会
と
な
っ
た

と
感
じ
て
い
ま
す
。
本
講
演
の
学
び
を
今
後

の
Ｙ
Ｅ
Ｇ
活
動
に
生
か
し
鳥
取
の
発
展
の
礎

に
な
れ
る
事
業
を
展
開
し
て
ま
い
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
　
　
　
ま
ち
興
し
委
員
会
　
委
員
長

�

　
嶋
田
 
耕
治

新鳥取駅前商店街振興組合理事長
真嶋様

鳥取まちなかガイドの会　会長　内田様、事務局　木下様

発行：令和 8年 6月 １5 日
鳥取商工会議所青年部

広報委員会

6
〈令和８年度鳥取YEGスローガン〉
温故知新 ～ 歴史を受け継ぎ、今を磨き、未来へとつなぐ ～ 第329号

皆
さ
ま
、こ
ん
に
ち
は
。
初
夏
の
風
が
心
地
よ
い
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
日

頃
よ
り
私
た
ち
の
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

私
事
で
は
あ
り
ま
す
が
、空
い
た
時
間
を
見
つ
け
て
は
趣
味
の
バ
イ
ク
に

乗
り
、リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
時
間
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
忙
し
い
日
々
の
合

間
に
風
を
感
じ
な
が
ら
走
る
こ
と
で
、気
持
ち
が
リ
セ
ッ
ト
さ
れ
、新
た
な
発

想
や
前
向
き
な
気
持
ち
が
生
ま
れ
る
こ
と
も
多
く
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
時

間
が
、日
々
の
活
動
に
も
良
い
影
響
を
与
え
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。さ
て
、

5
月
23
日
に
は
津
山
に
て
会
長
会
議
が
開
催
さ
れ
、参
加
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

各
地
の
青
年
経
済
人
が
集
い
、そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
の
取
り
組
み
や
課
題
に

つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
立
場
や
地
域
は
違
っ
て
も
、よ
り
良
い
ま

ち
づ
く
り
や
企
業
の
発
展
を
目
指
す
想
い
は
共
通
し
て
お
り
、多
く
の
学
び

と
刺
激
を
得
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、こ
う
し
た
交
流
を
通
じ
て
改
め
て
感
じ
た
の
は
、人
と
人
と
の
つ
な

が
り
の
大
切
さ
で
す
。
一
つ
ひ
と
つ
の
出
会
い
や
対
話
が
、新
た
な
学
び
や
気

づ
き
に
つ
な
が
り
、そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
活
動
を
さ
ら
に
前
向
き
な
も
の
に
し

て
い
く
力
に
な
る
と
実
感
し
ま
し
た
。
私
た
ち
も
地
域
の
仲
間
と
の
絆
を
深

め
な
が
ら
、次
代
に
つ
な
が
る
活
動
を
積
み
重
ね
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
も
、地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
を
通
じ
て
、ま
ち
の
活
性

化
や
人
材
育
成
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
今
後
は
さ
ら
に
外
部
の
皆
さ
ま

と
の
連
携
を
大
切
に
し
な
が
ら
、新
た
な
価
値
の
創
出
に
つ
な
げ
て
ま
い
り

ま
す
。
引
き
続
き
、皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、今
後
の
活
動
に
も
ご
期
待
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

鳥取YEGメールアドレス info@t-yeg.jp
YEG通信
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因
幡
千
本
桜
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

因
幡
千
本
桜
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

袋
川
鯉
の
ぼ
り
掲
揚
・
撤
去
作
業

袋
川
鯉
の
ぼ
り
掲
揚
・
撤
去
作
業

村田 健太 君
（むらた けんた）

井手野 貴将 君
（いでの たかゆき）

木原 和将 君
（きはら かずまさ）

白根 慎介 君
（しらね しんすけ）

事業所名  誠栄工業
所属委員会  会員交流委員会

事業所名  夜のよりみち のでぃー家
所属委員会  ビジネス委員会

事業所名  優和電工
所属委員会  会員交流委員会

事業所名  山陰中央テレビジョン放送㈱鳥取支社
所属委員会  総務委員会

新 
入 

会 

員

4
月
か
ら
実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
「
因
幡
千
本
桜
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス

ト
２
０
２
６
」
は
、
多
く
の
皆
さ
ま
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
盛
況
の
う
ち

に
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

本
事
業
で
は
、〝
桜
と
あ
な
た
の
世
界
一
〟
を
テ
ー
マ
に
、
Ｉ
ｎ
ｓ
ｔ

ａ
ｇ
ｒ
ａ
ｍ
を
活
用
し
た
投
稿
型
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
し
、
地
域

の
風
景
や
春
の
彩
り
、
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
の
感
性
あ
ふ
れ
る
作
品
が
数
多

く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
期
間
中
は
、
家
族
・
友
人
・
ペ
ッ
ト
な
ど
、
桜
と

組
み
合
わ
せ
た
多
彩
な
投
稿
が
集
ま
り
、
因
幡
地
域
の
魅
力
を
地
域
内
外

へ
広
く
発
信
す
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
本
事
業
を
通
じ
て
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
情
報
発
信
の
有
効
性

を
改
め
て
実
感
す
る
と
と
も
に
、
若
い
世
代
を
中
心
に
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
活

動
を
知
っ
て
い
た
だ
く
き
っ
か
け
に
も
つ
な
が
り
ま
し
た
。
投
稿
者
同
士

の
交
流
や
、
各
作
品
へ
の
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
も
多
く
見
ら
れ
、
地
域
全
体
で

春
を
楽
し
む
温
か
な
雰
囲
気
が
広
が
り
ま
し
た
。

ご
参
加
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
、
ご
協
力
い
た
だ
い
た
関
係
各
所
の
皆
さ

ま
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
も
地
域
の
魅
力
発
信
と
交
流
促

進
に
つ
な
が
る
事
業
を
展
開
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
　
広
報
委
員
会
　
委
員
長

�

石
井
　
裕
也

　
令
和
８
年
４
月
18
日（
土
）と
令
和
8
年
5
月
9
日（
土
）に
袋
川
こ
い
の

ぼ
り
掲
揚
・
撤
去
作
業
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
粟
島
道
和
会
長

率
い
る
袋
川
を
は
ぐ
く
む
会
」に
よ
っ
て
長
年
継
続
し
て
い
る
事
業
で
あ

り
、
地
域
に
親
し
ま
れ
て
い
る
春
の
風
物
詩
と
な
っ
て
い
ま
す
。
掲
揚
さ

れ
た
色
と
り
ど
り
の
こ
い
の
ぼ
り
は
、
袋
川
の
上
空
を
元
気
よ
く
泳
ぎ
、

多
く
の
市
民
や
観
光
客
の
目
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。
そ
し
て
子
ど
も
た
ち

の
健
や
か
な
成
長
へ
の
願
い
を
込
め
る
と
と
も
に
、
地
域
の
賑
わ
い
創
出

に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　
作
業
当
日
に
は
五
青
協
の
メ
ン
バ
ー
に
多
数
参
加
い
た
だ
き
、
協
力
し

な
が
ら
安
全
に
配
慮
し
て
掲
揚
・
撤
去
を
行
い
ま
し
た
。一
個
人
と
し
て
も
、

会
員
と
し
て
も
地
域
の
伝
統
と
景
観
を
守
り
続
け
る
活
動
の
大
切
さ
を
改

め
て
感
じ
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ま
の
ご
協
力
に
改
め
て
心
よ
り

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

�

ま
ち
興
し
委
員
会
　
委
員
長
　
嶋
田
　
耕
治

チラシを配る会員の様子

シャボン玉で地域住民と交流
している様子

鳥取商工会議所青年部
会長 山根   真
有限会社テクノサービス

■
令
和
８
年
度

　

会
長
あ
い
さ
つ



鳥取商工会議所報
VOL784.2026.6.15

15

7

鳥取YEG URL https://www.t-yeg.jp
YEG通信

令
和
8
年
度
ま
ち
興
し
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た

　
令
和
8
年
５
月
13
日（
水
）、
鳥
取
商
工
会
議
所
大
会
議
室
に
て
、
令
和
8
年
度
ま
ち

興
し
例
会「
鳥
取
の
歴
史
に
学
び
、
商
店
街
の
未
来
を
拓
く
」を
開
催
し
ま
し
た
。
講
師

と
し
て
鳥
取
ま
ち
な
か
ガ
イ
ド
の
会
会
長
の
内
田
様
、
事
務
局
木
下
様
を
お
招
き
し
鳥

取
の
城
下
町
と
し
て
の
成
り
立
ち
や
歴
史
に
つ
い
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
鳥
取

城
を
中
心
に
発
展
し
て
き
た
町
の
構
造
や
、
水
害
対
策
な
ど
地
域
の
歴
史
を
振
り
返
り

な
が
ら
先
人
た
ち
の
知
恵
と
努
力
に
つ
い
て
学
ぶ
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

鳥
取
ゆ
か
り
の
著
名
人
に
つ
い
て
の
紹
介
も
あ
り
、
郷
土
へ
の
理
解
と
誇
り
を
深
め
る

内
容
と
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
新
鳥
取
駅
前
商
店
街
振
興
組
合
理
事
長
、
真
嶋
様
の

ご
講
演
で
は
鳥
取
駅
前
の
歴
史
と
変
遷
に
つ
い
て
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
駅
前
商

店
街
が
歩
ん
で
き
た
時
代
背
景
や
か
つ
て
の
賑
わ
い
の
様
子
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、

現
在
進
め
ら
れ
て
い
る
駅
前
再
開
発
の
構
想
や
、
こ
れ
か
ら
の
鳥
取
の
未
来
像
に
つ
い

て
も
語
ら
れ
ま
し
た
。
本
講
演
後
ア
ン
ケ
ー
ト
で
多
く
の
声
を
い
た
だ
き
、
改
め
て
歴

史
を
学
び
、
現
在
を
見
つ
め
、
未
来
へ
つ
な
げ
て
い
く
大
変
有
意
義
な
例
会
と
な
っ
た

と
感
じ
て
い
ま
す
。
本
講
演
の
学
び
を
今
後

の
Ｙ
Ｅ
Ｇ
活
動
に
生
か
し
鳥
取
の
発
展
の
礎

に
な
れ
る
事
業
を
展
開
し
て
ま
い
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
　
　
　
ま
ち
興
し
委
員
会
　
委
員
長

�

　
嶋
田
 
耕
治

新鳥取駅前商店街振興組合理事長
真嶋様

鳥取まちなかガイドの会　会長　内田様、事務局　木下様
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皆
さ
ま
、こ
ん
に
ち
は
。
初
夏
の
風
が
心
地
よ
い
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
日

頃
よ
り
私
た
ち
の
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

私
事
で
は
あ
り
ま
す
が
、空
い
た
時
間
を
見
つ
け
て
は
趣
味
の
バ
イ
ク
に

乗
り
、リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
時
間
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
忙
し
い
日
々
の
合

間
に
風
を
感
じ
な
が
ら
走
る
こ
と
で
、気
持
ち
が
リ
セ
ッ
ト
さ
れ
、新
た
な
発

想
や
前
向
き
な
気
持
ち
が
生
ま
れ
る
こ
と
も
多
く
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
時

間
が
、日
々
の
活
動
に
も
良
い
影
響
を
与
え
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。さ
て
、

5
月
23
日
に
は
津
山
に
て
会
長
会
議
が
開
催
さ
れ
、参
加
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

各
地
の
青
年
経
済
人
が
集
い
、そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
の
取
り
組
み
や
課
題
に

つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
立
場
や
地
域
は
違
っ
て
も
、よ
り
良
い
ま

ち
づ
く
り
や
企
業
の
発
展
を
目
指
す
想
い
は
共
通
し
て
お
り
、多
く
の
学
び

と
刺
激
を
得
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、こ
う
し
た
交
流
を
通
じ
て
改
め
て
感
じ
た
の
は
、人
と
人
と
の
つ
な

が
り
の
大
切
さ
で
す
。
一
つ
ひ
と
つ
の
出
会
い
や
対
話
が
、新
た
な
学
び
や
気

づ
き
に
つ
な
が
り
、そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
活
動
を
さ
ら
に
前
向
き
な
も
の
に
し

て
い
く
力
に
な
る
と
実
感
し
ま
し
た
。
私
た
ち
も
地
域
の
仲
間
と
の
絆
を
深

め
な
が
ら
、次
代
に
つ
な
が
る
活
動
を
積
み
重
ね
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
も
、地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
を
通
じ
て
、ま
ち
の
活
性

化
や
人
材
育
成
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
今
後
は
さ
ら
に
外
部
の
皆
さ
ま

と
の
連
携
を
大
切
に
し
な
が
ら
、新
た
な
価
値
の
創
出
に
つ
な
げ
て
ま
い
り

ま
す
。
引
き
続
き
、皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、今
後
の
活
動
に
も
ご
期
待
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
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幡
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の
ぼ
り
掲
揚
・
撤
去
作
業

袋
川
鯉
の
ぼ
り
掲
揚
・
撤
去
作
業

村田 健太 君
（むらた けんた）

井手野 貴将 君
（いでの たかゆき）

木原 和将 君
（きはら かずまさ）

白根 慎介 君
（しらね しんすけ）

事業所名  誠栄工業
所属委員会  会員交流委員会

事業所名  夜のよりみち のでぃー家
所属委員会  ビジネス委員会

事業所名  優和電工
所属委員会  会員交流委員会

事業所名  山陰中央テレビジョン放送㈱鳥取支社
所属委員会  総務委員会

新 

入 

会 

員

4
月
か
ら
実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
「
因
幡
千
本
桜
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス

ト
２
０
２
６
」
は
、
多
く
の
皆
さ
ま
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
盛
況
の
う
ち

に
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

本
事
業
で
は
、〝
桜
と
あ
な
た
の
世
界
一
〟
を
テ
ー
マ
に
、
Ｉ
ｎ
ｓ
ｔ

ａ
ｇ
ｒ
ａ
ｍ
を
活
用
し
た
投
稿
型
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
し
、
地
域

の
風
景
や
春
の
彩
り
、
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
の
感
性
あ
ふ
れ
る
作
品
が
数
多

く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
期
間
中
は
、
家
族
・
友
人
・
ペ
ッ
ト
な
ど
、
桜
と

組
み
合
わ
せ
た
多
彩
な
投
稿
が
集
ま
り
、
因
幡
地
域
の
魅
力
を
地
域
内
外

へ
広
く
発
信
す
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
本
事
業
を
通
じ
て
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
情
報
発
信
の
有
効
性

を
改
め
て
実
感
す
る
と
と
も
に
、
若
い
世
代
を
中
心
に
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
活

動
を
知
っ
て
い
た
だ
く
き
っ
か
け
に
も
つ
な
が
り
ま
し
た
。
投
稿
者
同
士

の
交
流
や
、
各
作
品
へ
の
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
も
多
く
見
ら
れ
、
地
域
全
体
で

春
を
楽
し
む
温
か
な
雰
囲
気
が
広
が
り
ま
し
た
。

ご
参
加
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
、
ご
協
力
い
た
だ
い
た
関
係
各
所
の
皆
さ

ま
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
も
地
域
の
魅
力
発
信
と
交
流
促

進
に
つ
な
が
る
事
業
を
展
開
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
　
広
報
委
員
会
　
委
員
長

�

石
井
　
裕
也

　
令
和
８
年
４
月
18
日（
土
）と
令
和
8
年
5
月
9
日（
土
）に
袋
川
こ
い
の

ぼ
り
掲
揚
・
撤
去
作
業
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
粟
島
道
和
会
長

率
い
る
袋
川
を
は
ぐ
く
む
会
」に
よ
っ
て
長
年
継
続
し
て
い
る
事
業
で
あ

り
、
地
域
に
親
し
ま
れ
て
い
る
春
の
風
物
詩
と
な
っ
て
い
ま
す
。
掲
揚
さ

れ
た
色
と
り
ど
り
の
こ
い
の
ぼ
り
は
、
袋
川
の
上
空
を
元
気
よ
く
泳
ぎ
、

多
く
の
市
民
や
観
光
客
の
目
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。
そ
し
て
子
ど
も
た
ち

の
健
や
か
な
成
長
へ
の
願
い
を
込
め
る
と
と
も
に
、
地
域
の
賑
わ
い
創
出

に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　
作
業
当
日
に
は
五
青
協
の
メ
ン
バ
ー
に
多
数
参
加
い
た
だ
き
、
協
力
し

な
が
ら
安
全
に
配
慮
し
て
掲
揚
・
撤
去
を
行
い
ま
し
た
。一
個
人
と
し
て
も
、

会
員
と
し
て
も
地
域
の
伝
統
と
景
観
を
守
り
続
け
る
活
動
の
大
切
さ
を
改

め
て
感
じ
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ま
の
ご
協
力
に
改
め
て
心
よ
り

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

�

ま
ち
興
し
委
員
会
　
委
員
長
　
嶋
田
　
耕
治

チラシを配る会員の様子

シャボン玉で地域住民と交流
している様子

鳥取商工会議所青年部
会長 山根   真
有限会社テクノサービス

■
令
和
８
年
度

　

会
長
あ
い
さ
つ
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５
月
20
日（
水
）、
鳥
取
市
本
町
３

丁
目
の
鳥
取
商
工
会
議
所
ビ
ル
に
て

５
月
例
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の

度
の
例
会
は
来
る
７
月
９
日
、
10

日
に
開
催
さ
れ
る
中
国
地
方
商
工
会

議
所
女
性
会
連
合
会
鳥
取
大
会
に
向

け
、
会
員
一
人
ひ
と
り
が
大
会
開
催

の
意
義
を
共
有
し
、
心
を
一
つ
に
し

て
本
番
に
臨
む
た
め
の
例
会
と
し
て

開
催
し
ま
し
た
。

　

39
回
目
を
迎
え
る
中
国
地
方
商
工

会
議
所
女
性
会
連
合
会
の
大
会
は
、

毎
年
中
国
５
県
が
持
ち
回
り
で
開
催

し
、
中
国
地
方
の
女
性
会
会
員
が
一

堂
に
会
し
、
互
い
の
活
動
を
学
び
合

い
、
地
域
経
済
の
発
展
や
女
性
の
力

を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
る
大
き
な
意
義
の
あ
る

大
会
で
す
。

　

ま
た
、
開
催
地
で
あ
る
鳥
取
の
魅

力
を
広
く
発
信
で
き
る
貴
重
な
機
会

で
も
あ
り
、
私
た
ち
鳥
取
商
工
会
議

所
女
性
会
も
１
年
以
上
前
か
ら
準
備

を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

５
月
例
会
を
開
催

５
月
例
会
を
開
催

��

～
中
国
地
方
商
工
会
議
所
女
性
会
連
合
会
鳥
取
大
会
へ
向
け
て
～

～
中
国
地
方
商
工
会
議
所
女
性
会
連
合
会
鳥
取
大
会
へ
向
け
て
～

　

鳥
取
大
会
は
、
鳥
取
市
今
町
２
丁

目
の
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
鳥
取

に
て
２
７
０
人
規
模
で
の
開
催
を
予

定
し
て
お
り
、記
念
講
演
と
し
て「
ａ

ｕ
三
太
郎
シ
リ
ー
ズ
」の
Ｃ
Ｍ
や
、

映
画「
万
引
き
家
族
」の
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
と
し
て
知
ら
れ
る
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｍ

Ｅ
Ｌ
㈱
・
代
表
取
締
役
グ
ル
ー
プ
Ｃ

Ｅ
Ｏ
の
中
江
康
人
氏（
鳥
取
県
立
鳥

取
東
高
等
学
校
卒
業
）を
お
迎
え
し

「
女
性
活
躍
っ
て
な
あ
に
？
～
自
分

ら
し
さ
、
地
域
ら
し
さ
～
」と
題
し

て
ご
講
演
を
頂
く
こ
と
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。
懇
親
会
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
で
は
、麒
麟
獅
子
舞
、し
ゃ
ん
し
ゃ

ん
傘
踊
り
、
ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ニ
ス
ト
・

菊
池
ひ
み
こ
Ｑ
ｕ
ａ
ｒ
ｔ
ｅ
ｔ
を
お

迎
え
し
、
会
場
を
盛
り
上
げ
て
頂
き

ま
す
。

　

ま
た
、
新
し
い
試
み
と
し
て
懇
親

会
終
了
後
に
中
国
地
方
商
工
会
議
所

女
性
会
連
合
会
の
大
会
で
は
初
と
な

る
、
ナ
イ
ト
エ
キ
ス
カ
ー
シ
ョ
ン

を
企
画
し
て
お
り
、
日
没
直
後
の
鳥

取
砂
丘
の
漁
火
、
鳥
取
砂
丘
砂
の
美

術
館
で
ナ
イ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
楽

し
ん
で
頂
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

翌
日
の
エ
キ
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
で

は
、
大
規
模
改
修
が
行
わ
れ
て
い
る

仁
風
閣
の
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
ツ
ア
ー
、

旧
吉
田
医
院
の
特
別
拝
観
な
ど
を
予

定
し
て
お
り
、
観
光
地
と
し
て
の
鳥

取
市
を
充
分
に
楽
し
ん
で
頂
く
予
定

に
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
の
５
月
例
会
で
は
、
大
会
概

要
や
準
備
の
進
め
方
、
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
確
認
す
る
と
と

も
に
、
当
日
の
タ
イ
ム
テ
ー
ブ
ル
や

役
割
分
担
に
つ
い
て
北
村
由
美
実
行

委
員
長
よ
り
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

説
明
後
、
各
担
当
に
分
か
れ
て
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
を
行
い
、
よ
り
良
い
運
営

が
出
来
る
よ
う
、
活
発
な
意
見
が
出

さ
れ
ま
し
た
。
役
割
の
大
き
さ
に
対

す
る
緊
張
感
や
不
安
の
声
も
あ
り
ま

し
た
が
、
大
会
を
成
功
に
導
く
た
め

に
は
、
一
人
の
力
だ
け
で
は
な
く
、

会
員
全
員
が
同
じ
方
向
を
向
き
、
支

え
合
い
な
が
ら
準
備
を
進
め
て
い
く

こ
と
が
何
よ
り
大
切
で
あ
る
と
い
う

事
を
改
め
て
共
有
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
細
や
か
な
準
備
を
積
み
重

ね
な
が
ら
、
参
加
さ
れ
る
皆
さ
ま
に

と
っ
て
実
り
多
く
、
心
に
残
る
鳥
取

大
会
と
な
る
よ
う
力
を
合
わ
せ
て
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
そ
し
て
、

こ
の
大
会
を
通
じ
て
中
国
地
方
商
工

会
議
所
女
性
会
連
合
会
の
活
動
の
輪

が
さ
ら
に
広
が
り
、
新
た
な
交
流
と

学
び
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
大
い
に
期

待
し
て
い
ま
す
。

5月例会の様子

あなたのパワーをあなたのパワーを
女性会にお寄せください！女性会にお寄せください！

【連絡先】鳥取商工会議所女性会【連絡先】鳥取商工会議所女性会
（担当 西山）（担当 西山）

TEL：0857-32-8004TEL：0857-32-8004
FAX：0857-22-6939FAX：0857-22-6939

鳥取商工会議所女性会で鳥取商工会議所女性会で
一緒に活動しませんか一緒に活動しませんか
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日商簿記３級 ｅラーニング講座 

自分のペースで学習し、スキルアップを目指そう！ 
 

鳥取商工会議所は、独学による日商簿記学習を後押しします。テキスト学習だけで不安の

ある方、苦手分野を克服したい方、動画講義の受講で学習を補強しませんか。パソコン（タ

ブレット、スマホ）とネット環境があれば、いつでもどこでも学習できます。 

講座形式 e ラーニング 

対   象 鳥取商工会議所会員および会員事業者従業員 

講座内容 WEB 講義 26 回（約 30 時間）と答案練習 15 回（約 20 時間） 

模擬問題 10 回分（答案作成１時間＋解説 1.5 時間／回） 

講   師 一般社団法人日本商業教育振興会 

全国の高校生、大学生を主な対象として、 

丁寧で分かりやすい簿記学習指導に定評があります。 

学習目安期間 約３か月 

特   長 自分のペースで勉強できる 

書籍だけでは理解しにくい点も WEB 講義視聴で分かりやすい 

苦手分野を何度でも視聴・演習できる 

分からない点を講師に質問できる 

注意事項 （1）受講方法について 

 ・お申込み手続き終了後、ご登録されたメールアドレスに受講に必要な

ID・パスワード等をメールにてご案内します。1 利用者につき ID 等を

１つ発行します。受講者数の上限はありません。 

（2）著作権について 

 ・本講座のコンテンツ（テキストや動画等）に関する著作権は、 

一般社団法人日本商業教育振興会に帰属します。 

 ・本講座は、申込事業者内においてご活用ください。 

複製、二次利用等は、禁止とします。 

 

 

 

主催/鳥取商工会議所

試験のご案内 

【統一試験】 

第 174 回（1～3 級） 試験日 11/15（日）      申込期間  9/28（月）～10/14（水） 

第 175 回（2・3 級）  試験日 2027/2/28（日）  申込期間 2027/1/12（火）～1/27（水）
――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

【ネット試験（2・3 級）】 

ネット試験はご自身のタイミングで受験できます。（別途申し込みが必要です） 

【お問い合わせ】 

鳥取商工会議所 検定担当 https://www.kentei.ne.jp 
詳細は 

日商検定 検 索 

 受講料無料！ 
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◆
い
よ
い
よ
サ
ッ
カ
ー
フ
ァ
ン

待
望
の
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
２
０
２
６
が
開
幕
し
ま
し

た
！
カ
ナ
ダ
・
メ
キ
シ
コ
・
ア
メ

リ
カ
の
３
カ
国
・
16
都
市
を
舞

台
に
、
全
１
０
４
試
合
の
熱
戦

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
◆
そ
し

て
本
誌
発
行
日
の
今
朝
、
日
本

代
表
は
強
豪
オ
ラ
ン
ダ
と
の
初

戦
を
迎
え
ま
し
た
。
本
誌
が
皆

さ
ま
の
お
手
元
に
届
く
頃
、
結

果
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
◆
今
大
会
は
日
本
時
間
の

早
朝
キ
ッ
ク
オ
フ
が
多
く
、
フ
ァ

ン
に
と
っ
て
は
早
起
き
の
日
々

が
続
き
そ
う
で
す
！
寝
不
足
に

気
を
つ
け
な
が
ら
応
援
し
た
い

と
思
い
ま
す
。�

（
Ａ
）

編　集　室
パ
レ
ッ
ト
と
っ
と
り 

市
民
交
流
ホ
ー
ル

利
用
予
定
表

パ
レ
ッ
ト
と
っ
と
り
市
民
交
流
ホ
ー
ル

　
〒
６
８
０
―
０
８
３
２
　
鳥
取
市
弥
生
町
３
２
３
―
１

　
TEL
０
８
５
７
―
39
―
２
５
５
５
　

FAX
０
８
５
７
―
39
―
２
５
５
０

　
利
用
時
間 

９

：

00
～
22

：

00

日
に
ち

利　
用　
内　
容

６
／
20
㈯

シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
Ｌ
ｉ
ｏ
ｒ
ａ（
リ
オ
ラ
）

の
コ
ン
サ
ー
ト【
公
開
】

21
㈰

鳥
取
落
語
会【
公
開
・
有
料
】

28
㈰

ハ
ッ
ピ
ー
ウ
ク
レ
レ
倶
楽
部
ウ
ク
レ
レ
発
表
会【
公

開
】

７
／
４
㈯

２
０
２
６
鳥
取
・
島
根
県
本
部
衛
生
医
療
評
議
会
合

同
学
習
会

５
㈰

落
語
教
室
発
表
会【
公
開
・
有
料
】

10
㈮

中
国
税
理
士
会　
広
報
部
会
・
広
報
部
通
信
員
会
議

11
㈯

フ
ラ
メ
ン
コ
レ
ッ
ス
ン

15
㈬

鳥
取
工
芸
の
会
、
納
涼
山
野
草
展【
公
開
】

16
㈭

鳥
取
工
芸
の
会
、
納
涼
山
野
草
展【
公
開
】

17
㈮

鳥
取
工
芸
の
会
、
納
涼
山
野
草
展【
公
開
】

18
㈯

鳥
取
工
芸
の
会
、パ
ソ
コ
ン
え
こ
販
展
示
販
売
会【
公

開
】

19
㈰

鳥
取
工
芸
の
会【
公
開
】

　
　
　
　

※
利
用
予
定
は
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

小規模事業者経営改善資金融資制度

無担保・無保証人 マル経 融 資 をご活用ください！
　マル経融資は、商工会議所の推薦によって日本政策金融公庫から無担保、保証人なし
で受けられる融資制度です。融資対象は従業員規模が商業・サービス業（宿泊業および
娯楽業を除く）で5人以下、製造業は20人以下の事業所です。

◦融資限度額	 2,000 万円　 ◦利率　年 2.60％（2026.６.１現在）
◦返 済 期 間	 運転・設備資金＝10年以内（据え置き２年以内）

問い合わせ先　鳥取商工会議所 経営支援課 TEL：0857-32-8005

麒
麟
の
ま
ち

鳥
取
市
美
術
展
の
ご
案
内

　

鳥
取
市
と
麒
麟
の
ま
ち
鳥
取
市
美

術
展
運
営
委
員
会
は
、「
第
65
回
麒

麟
の
ま
ち
鳥
取
市
美
術
展
受
賞
作
品

×
放
哉
を
書
く
」を
次
の
通
り
開
催

し
て
い
ま
す
。

　

▼
会
期
―
７
月
５
日（
日
）ま
で

＊
休
館
日
…
６
月
15
日（
月
）、
22

日（
月
）、
29
日（
月
）▼
時
間
―
午

前
９
時
～
午
後
５
時（
最
終
入
館
は

午
後
４
時
30
分
）▼
会
場
―
鳥
取
市

歴
史
博
物
館
１
階
特
別
展
示
室
▼
観

覧
料
―
無
料（
常
設
展
示
室
は
別
途

観
覧
料
が
必
要
）▼
問
い
合
わ
せ
先

―
鳥
取
市
歴
史
博
物

館
や
ま
び
こ
館（
℡

０
８
５
７
―
23
―

２
１
４
０
）

　

鳥
取
砂
丘
未
来
会
議
は
、
鳥
取
砂

丘
除
草
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
参
加
者
を

次
の
通
り
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

▼
活
動
期
間
―
〈
夕
方
除
草
〉①

６
月
26
日
ま
で
の
毎
週
金
曜
日
、
②

７
月
３
日
～
同
月
31
日
の
毎
週
金
曜

日
・
土
曜
日（
７
月
18
日
は
除
く
）▽

時
間
は
ど
ち
ら
も
、
午
後
６
時
集
合

～
午
後
７
時
30
分
頃
解
散
、〈
早
朝

除
草
〉①
８
月
１
日
～
同
月
30
日
の

毎
週
土
曜
日
・
日
曜
日（
８
月
15
日
、

16
日
を
除
く
）、
時
間
は
午
前
６
時

集
合
～
午
前
７
時
30
分
頃
解
散
、
②

９
月
５
日
～
10
月
３
日
の
毎
週
土
曜

日（
９
月
19
日
を
除
く
）時
間
は
午
前

７
時
集
合
～
午
前
８
時
30
分
頃
解
散

▼
活
動
内
容
―
鳥
取
砂
丘
内
の
除
草

作
業
▼
集
合
場
所
―
鳥
取
砂
丘
駐
車

場
内
▼
参
加
者
特
典
―
①
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
参
加
す
る
と
記
念
引
換
券

１
枚
を
配
布
。
引
換
券
２
枚
で
記
念

品
と
交
換
、
②
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

終
了
後
に
飲
み
物
の
提
供
が
あ
り
ま

す
▼
そ
の
他
―
申
込
方
法
な
ど
の
詳

細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
確
認
し

鳥
取
砂
丘
除
草
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
参
加
者
募
集

て
く
だ
さ
い
▼
問
い
合
わ
せ
先
―
鳥

取
砂
丘
未
来
会
議
事
務
局
・
鳥
取
県

生
活
環
境
部
自
然
共

生
社
会
局
自
然
共
生

課
内（
℡
０
８
５
７

―
22
―
０
５
８
２
）
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１　

Ｉ
Ｎ
Ｐ
Ｉ
Ｔ
知
財
無
料
相
談
会

７　

青
年
部
会
員
交
流
委
員
会
・
広
報
委
員
会
・

会
員
増
強
委
員
会

11　

会
頭
・
副
会
頭
会
議
▽
青
年
部
ビ
ジ
ネ
ス

委
員
会
・
ま
ち
興
し
委
員
会
・
政
策
提
言

委
員
会
・
鳥
取
お
城
委
員
会

12　

働
く
女
性
の
ゆ
る
ト
ー
ク
フ
ェ
ス
in
と
っ

と
り
▽
建
設
部
会
正
副
部
会
長
会
議

13　

金
融
部
会
正
副
部
会
長
会
議
▽
青
年
部
例

会

14　

女
性
会
鳥
取
大
会
実
行
委
員
会

15　

県
商
女
性
連
事
務
局
会
議
（
倉
吉
市
）

19　

定
例
金
融
相
談
会
▽
と
っ
と
り
観
光
ビ

ジ
ョ
ン
実
現
特
別
委
員
会
正
副
委
員
長
会

議
▽
と
っ
と
り
未
来
づ
く
り
特
別
委
員
会

▽
マ
ル
経
融
資
審
査
会
▽
青
年
部
５
役
会

20　

女
性
会
例
会
・
役
員
会

21　

運
営
委
員
会
▽
青
年
部
鳥
取
お
城
委
員
会

22　

ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
「
次
世
代
リ
ー
ダ
ー

育
成
研
修
」

25　

女
性
会
鳥
取
大
会
実
行
委
員
会

26　

企
画
政
策
委
員
会
▽
青
年
部
理
事
会

27　

青
年
部
ま
ち
興
し
委
員
会

28　

デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
活
用
特
別
委
員
会

29　

新
規
高
等
学
校
卒
業
予
定
者
の
県
内
就
職

促
進
に
係
る
要
請
▽
と
っ
と
り
観
光
ビ

ジ
ョ
ン
実
現
会
議
▽
県
青
連
通
常
総
会

（
倉
吉
市
）

 

事
務
局
日
誌 （
　
）

定例金融相談会のご案内
　定例金融相談会は、㈱日本政策金融公庫鳥取支店のご協力をいただき、皆さまの事業資金調達等の金融
ニーズに迅速に対応するため毎月開催しています。ご希望の方は下記まで電話でお申し込みください。

１．日　時　　７月21日（火）　午前10時〜12時
２．会　場　　鳥取商工会議所　会議室
３．内　容　　事業資金等の借入相談（㈱日本政策金融公庫職員との直接面接）
４．お申し込み・お問い合わせ　　　鳥取商工会議所 経営支援部 経営支援課
　　　　　　　　　　　　　　　　　 TEL：0857－32－8005　FAX：0857－22－6939

5
月
抜
粋

http://www.tonobu.co.jp/

本社　〒680-0915  鳥取市緑ヶ丘2丁目667-14
　　　ＴＥＬ 0857.24.5872（代）  ＦＡＸ  0857.24.5817　

〒680-0914 鳥取市南安長2丁目697
ＴＥＬ 0857.23.4601　

山根青果株式会社

本　　　社 　鳥取県鳥取市南安長2丁目635-1
〒680-0914 　電話（0857）26-5151(代)
倉吉営業所 　鳥取県倉吉市上井町1丁目137

〒682-0022 　電話（0858）26-8383(代)

“温かい食卓”と“挑戦を楽しむ心”で
　　　山陰の新たな可能性を創造する

株式会社德田商店

本　　　社 　鳥取県鳥取市南安長2丁目635-1
〒680-0914 　電話（0857）26-5151(代)
倉吉営業所 　鳥取県倉吉市上井町1丁目137

〒682-0022 　電話（0858）26-8383(代)

 本　　　社 鳥取県鳥取市南安長2丁目635-1
〒680-0914 電話（0857）26-5151(代)
 倉吉営業所 鳥取県倉吉市上井町1丁目137
〒682-0022 電話（0858）26-8383(代)
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総務企画部
総　 務　 課 32-8002

経営支援部
経 営 支 援 課 32-8005

会員交流・企画課 32-8003 DX  推 進 課 32-8005
地 域 振 興 課 32-8004 農商工連携推進事業 32-8005

鳥取産業会館·鳥取商工会議所ビルに車でお越しの方は､会館北側駐車場をご利用ください｡最初の30分
は無料ですが､それ以降は1時間ごとに100円が必要です｡駐車サービス券の発行はテナント事業所に
よって異なりますので､当該事業所にご確認ください｡

受付時間 ｜ 8：45 ～ 12：00 ／ 13：00 ～ 17：00 ※12：00 ～ 13：00は窓口休業となります。

駐 車 場 ご 案 内

〒680-8566 鳥取市本町３丁目201
TEL（0857）26-6666 FAX（0857）22-6939

URL https://tottori-cci.or.jp

（Tottori Chamber of Commerce & Industry）


